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労働災害防止活動及び働き方改革等に係る取組事例の紹介

岩手労働局 ・盛岡労働基準監督署

令和８年９月

№３

第三回目の事例紹介は、陸災防岩手県支部中央分会の 株式会社ラクウン 様 、 二葉運送株式会社 様 、 株

式会社藤善運送 様 からトラックからの転落防止対策、フォークリフト対策、熱中症対策の事例を、中央分

会団体の取組として「トラックの日常点検に係る研修」について提供いただきました。道路貨物運送業以外

の業種でも、災害防止対策の参考になる事例ですので、各事業場における取組みにご活用してください。

（株）ラクウン  

ロ ー リ ー 上 部

（株）藤善運送  

タンクローリーは、荷卸し作業の前後で、ローリー上部のハッチ
内の油量を確認する必要があります。特に冬場や雨の日などは、墜
落・転落、転倒の危険が非常に高くなります。その予防策として、
ローリーに上がる際の昇降階段やローリー上部のシェルター内に
「滑り止めのシール」を貼る対策を講じています。
この対策は、滑りやすい箇所を洗い出し「滑るリスク」を低減す

る取組で、高年齢労働者の災害防止対策としても有効です。

ロ ー リ ー 上 部

は し ご
ス テ ッ プ

ロ ー リ ー 上 部 は し ご

熱中症予防に対する取組です。

① 経口補水液
各車に1本配置しています。経口補水液は賞味期限が

1年と非常に長く低コストです。また、冷やす必要がな
いため車両に置きっぱなしでも問題ありません。毎年6
月に新しいものと交換しています。

② 緊急連絡先
熱中症になってしまった場合の連絡先を携行してい

ます。運転者が熱中症の疑いを感じた場合の連絡先を
常に携行することにより、いち早く対応することがで
きます。
また、トラックドライバーは事業場を離れ、単独で

作業を行うため、万が一意識を失った状態で発見され
た場合、発見者が戸惑わずに会社・担当者へ通報いた
だけるように、お願い文を記載しています。

経 口 補 水 液

発 見 者 へ 、
会 社 ・ 担 当
者 へ の 連 絡
の お 願 い 文

会 社 と 担 当
者 の 連 絡 先

緊 急 連 絡 先

取 組 前 （ ロ ー リ ー 上 部 ）
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二葉運送（株）

フォークリフトのツメは、水平にパレット等
に差し込むことが大原則です。ツメが水平に
なった際にツメの前方へレーザーで赤い線が投
影される装置を導入しました。ツメを水平に差
し込むことで商品の破損・倒壊による事故の発
生を減少させることが期待できます。

右 側 乗 車 禁 止 チ ェ ー ン 半 円 投 影 ラ イ ト

ツ メ 水 平 表 示 レ ー ザ ー

ト ラ ッ ク 協 会 講 師 ト ラ ッ ク デ ィ ー ラ ー 講 師

フォークリフトの運転席右側には操作レバー
が多く配置されているため、不意に身体がレ
バーに接触した場合、誤操作・誤作動してしま
います。以前から右側乗車は禁止していました
が、更に対策を強化するため、物理的に乗降で
きないようにチェーンを取り付けました。

後進レバーを入れるとフォークリフト後方に
半円形のライトが床面に投影されます。バック
走行時、見通しの悪い場所でも視覚的にフォー
クリフトが近づくことが判断できます。また、
このライトの範囲内は作業員と他のフォークリ
フトを立入禁止とするルールを定めています。

陸災防岩手県支部中央分会：トラックの日常点検講習会の開催

以上は、過去に発生したフォークリフトと作
業員の接触災害を防止するための対策として取
り組んだものです。
見える化や物理的な対策、フォークリフトの

ルールの策定等、様々な角度から災害防止対策
を講じています。
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第77回　全国労働衛生週間

第 7 7回 全国労働衛生週間

今年も10月1日から7日まで全国労働衛生週間が実施され、9月1日から

9月30日までは準備期間となります。実施要領は→こちら

誰もが安⼼して健康に働ける職場づくりへのご協⼒をお願いします︕

実 車 を 使 用 し た 研 修 実 車 を 使 用 し た 研 修

陸災防岩手県支部中央分会では、初任運転者に対してトラックの日常点検に関する講習会を毎年実
施しています。
トラックの日常点検は、事故・故障の未然防止と法令遵守の両面から不可欠な安全確保行為であり、

事業用トラックにおいては運行開始前の実施が義務付けられています。特に、近年トラックのタイヤ
の脱落事故が頻発しており、その重要性は増しています。
中央分会では、毎年トラックディーラーの講師を招いて、トラックの実車を使用し、運行前点検の

重要性の再認識、実際の点検項目・点検方法等の指導を行っています。講習を受けた方には、受講証
を交付し、所属する事業場で講習内容を水平展開いただくよう働きかけています。

企業健診に眼底検査の追加を！

企業健診に眼底検査の追加を！

目の病気の早期発見・早

期治療は、従業員一人ひと

りの生産性向上、労災リス

クの軽減につながります。

「見えにくくなる」原因

の8割が眼底の病気と言わ

れています。定期健康診断

に眼底検査を追加し

ましょう。

9月の職場の健康診断実施強化月間

9月の職場の健康診断実施強化月間

9月は「職場の健康診断実

施強化月間」でもあります。

「健康診断及び事後措置の実

施の徹底」「医療保険者との

連携」「女性の健康課題に関

する理解の促進」等をお願い

します。
※事業場の規模にかかわらず、事後
措置の実施までお願いします。

ひとりひとりが貴重な人材 心も体も健やかに
みんな生き生き健康職場

スローガン

準 備 期 間 に 実 施 す る 事 項
① 労働者の健康の保持増進を図るための取組
② ⼥性の健康課題への取組
③ 治療と就業の両⽴⽀援対策
④ 職場におけるメンタルヘルス対策
⑤ 過重労働による健康障害防止対策
⑥ 職場の熱中症予防対策の推進

⑦ 小規模事業場における産業保健活動の充実
⑧ 個人事業者等の安全衛⽣の確保に関する取組 
⑨ 化学物質による労働災害に関する取組
⑩ 労働衛⽣３管理の推進等
⑪ 作業内容や働き方に応じた取組
⑫ 作業環境の特性に応じた取組
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労務管理の解決重点的サポート

労務管理の解決重点的サポート

カスハラ対策等説明会

カスハラ対策等説明会

令和7年度　過労死等の労災補償状況（全国）

令和 7年度 過労死等の労災補償状況（全国）

9月から働き方改革推

進支援センターに、「専

門相談窓口」を設けます。

また、同センターと労働

基準監督署とのチームに

より、36協定や特別条項

の締結に関するアウト

リーチ型の訪問支援を行

い います。

過重な仕事が原因で発症した脳・心臓疾患や、仕事による強いストレスが原因で発病した精神障害の認

定状況について、厚生労働省から発表されました。脳・心臓疾患の労災支給決定件数は217件（前年度比

24件減少）、精神障害の労災支給決定件数は1,082件（前年度比26件増加）、業種別では、

昨年度と同様それぞれ「運輸、郵便業」、「医療、福祉」が最多となっています。

10月１日から全ての事業

主にカスタマーハラスメン

ト対策及び求職者などに対

するセクシュアルハラスメ

ント対策が義務化されます。

岩手労働局カスハラ対策等説明会

① 9/15 14:00～15:10

② 10/14 14:00～15:10

※各定員500名、オンライン
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精神支給決定件数 脳・心支給決定件数

運輸、郵便

業, 64

卸売、小売業, 

37

建設業, 21
宿泊、飲食サービス業, 19

その他サービス業, 16

医療、福祉, 12

製造業, 11

情報通信業, 10

教育、学習支援業, 6

農、林・漁・鉱、採石、砂利, 4

その他, 

17

脳・心臓疾患業種別支給決定件数(R7)

医療、福祉, 

292

製造業, 

158

卸売、小売業, 116

運輸、郵便業, 104

建設業, 98

宿泊、飲食サービス業, 64

その他サービス業, 57

情報通信業, 41

金融、保険業, 23

教育、学習支援業, 14

農、林・漁・鉱、採石、砂利, 13
その他, 

102

精神障害業種別支給決定件数(R7)

注1 脳⾎管疾患や⼼疾患は、
その発症の基礎となる⾎管
病変等が、主に加齢、⽣活
習慣、⽣活環境等の⽇常⽣
活による諸要因や遺伝等の
個⼈に内在する要因により
徐々 に増悪して発症するも
のです。労災認定されるの
は、その脳・心臓疾患が業
務による明らかな過重負荷
を受けたことにより発症し
た場合に限ります。
注2 精神障害は、外部から
のストレス（仕事によるス
トレスや私⽣活でのストレ
ス）とそのストレスへの個
⼈の反応しやすさとの関係
で発病に⾄ると考えられて
います。労災認定されるの
は、その発病が仕事による
強いストレスによるものと
判断できる場合に限ります。

https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/home.html
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase/moriokakantokusyo.html
https://www.mhlw.go.jp/index.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/001739558.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/content/contents/002757801.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74476.html
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH
https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/001739558.pdf
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/content/contents/002757801.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74476.html
https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/content/contents/002757801.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/001739558.pdf
https://form.run/@hatarakikata-iwate-dEjxKUlYTKoHLS5pROMH

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

